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本調査に先立って、2000年４月に実施された「ラ・ルイサ地域開発計画プロジェクト形成調査」

の調査結果により提案された「ラ・ルイサ地域農業開発モデル事業（案）」の具体化を目的とし、

2000年６月から 11月まで、「営農」及び「施設計画」の２分野について企画調査員が派遣され現地

を調査した。

営農分野は、吉井和弘氏（国際協力事業団国際協力専門員）が2000年６月から９月まで、施設計

画分野は、阿部泰三氏（米国 ABENTAK Corporation社長）が 2000年８月から 11月まで、それぞれ

派遣された。

両企画調査員の共通の調査目的は次のとおりである。

①ラ・ルイサ地区及び周辺地域の土地現況の詳細な調査

②ラ・ルイサ地区住民（移住者を含む）及び周辺地区住民をめぐる社会経済に係る全般的な調

査

③農業開発可能性に係る基礎情報の収集

④ラ・ルイサ地区住民（移住者を含む）及び周辺地区住民による土地の活用見通し及び開発

ニーズの確認

⑤持続的な農業モデル事業に必要な施設整備計画案の策定（プロジェクト形成調査により提示

された有畜複合営農「ラ・ルイサ地域農業開発モデル事業（案）」を基に、ＣＥＳＤＡ（農務

省試験場）などへの現地調査を加えて最終的な協力案を策定する。）

⑥上記の調査と並行して 13年度要望調査で要請可能な農業分野の案件の要請調書を作成

⑦先方政府の求める協力内容の確認

⑧我が国の協力の可能性の検討及び候補案件の提示

それぞれの企画調査員の個別の活動内容及び成果を取りまとめた現地活動報告書を、次ページ

以降に掲載している。





５－１　吉井企画調査員（営農）の報告

①　６月分

②　７月分

③　８月分

④　６～９月分
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